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Archivematicaは、デジタルデータの長期保存に特化したオー
プンソースであり（OAIS参照モデル準拠）、多様なデータ
フォーマットの識別と変換、階層構造を持つデータのパッケー
ジ化のほか、各種リポジトリソフトウェア（DSpace、Dataverse
など）との連携といった豊富な機能を持つ。

研究目的 Archivematica

- 研究データの長期的な利活用支援を目的とし、長期保存を支
援する Archivematica を用いた人文学データのキュレーショ
ンプロセスの自動化に取り組む。

- 具体的には、WEKO3 との連携プロトタイプを開発し、人文学
系機関などが有するデータで実験する。

- 人文学データの長期的な利活用に必要な具体的な技術要件
を明らかにしつつ、NII-RDC で開発予定のデータキュレー
ション支援機能に対して、人文学データによる実証事例を提
供する。

- 取組1での経験をもとに、WEKO3への登録フローを開発

- 長期保存に必要なパッケージとアクセス用パッケージを自動
生成し、研究者による作業を軽減

- 東京大学史料編纂所
が保有するデータの例

- Archivematicaが出力
するAIPの内容分析実
施し、保存用メタデータ
として有効性を検討
（じんもんこん2024に投稿中）

Archivematica を用いた人文学データの
キュレーションプロセスの自動化に関する試み

Archivematicaを用いたデータキュレーションプロセス自動
化のためのプロトタイプシステム

ArchivematicaのAPIを利用して、Archivematicaの複雑
な設定やカスタマイズを自動的に補完するアプリケーション
を開発した。

- Archivematicaの
ファイル名変換に
おいて、漢字や平
仮名などが日本語
として認識されない
問題の解決

- Archivematicaの
英語マニュアルの
日本語訳の作成

←Archivematicaが作成したAIPの例

取組3: 東京大学史料編纂所における実験

mdxのインスタンス上に実装


